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住宅性能診断士ホームズ君「省エネ診断エキスパート」
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面積を拾わない
『簡易ＵＡ』って
どうなの？



概要
省エネルギー基準の外皮性能の判定については、従来は仕様規定と性能規定がありました
が、平成28年に②簡易計算ルートが追加され、３つのルートが示されました。
②簡易計算ルートと③詳細計算ルートは共にUA値（外皮平均熱貫流率）を計算し、基準を満
たしているか確かめますが、大きく異なる点として、②簡易計算ルートは物件ごとの面積拾いを
行わないので簡便ではありますがプランや規模に関わらず同じUA値が求まります。
本レポートでは②簡易計算ルートと③詳細計算ルートのUA値の差異の程度を比較し、利用時
の注意点について整理します。
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計算ルート 概要 面積
拾い

U値
η値

精度

①仕様ルート
（仕様規定）

目的の性能を達成できると定められ
た部材を採用する方法

問わない 照合の
みする

Ｃ

②簡易計算ルート 目的の性能をUA値ηAC値で達成でき
ることを簡易な計算で確認する方法

しない 部位ご
とに求
める

Ｃ

③詳細計算ルート 省エネ基準書のU値、η値を用いて、
各部位を面積を拾い計算で確認する
方法

する 部位ご
とに求
める

Ａ

③詳細計算ルート カタログやWindEye※のU値、η値を
用いて、各部位を面積を拾い計算で
確認する方法

する 部位ご
とに求
める

ＡＡ

※WindEyeとは一般財団法人リビングアメニティ協会が提供している「開口部の熱性能評価プログラム」（WEBプログラム）で誰でも利用することができる。



簡易計算ルートについて
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ホームズ君の
計算ルート

部位の面積の計算をせず、部位ごとのU値のみを入
力します。プランや規模に関係なく同じUA値が求
まります。仕様ルートとの違いは、部位ごとの判定
でなく建物全体でのUA値の判定になることです。

面積計算をしない

簡易計算ルート

出典：平成29年度国土交通省補助事業
『住宅省エネルギー技術講習 設計テキスト』より

国立研究開発法人建築研究所提供
当該住戸の外皮の部位の面積等を用いずに外皮性能を評価する方法の計算シート



用語

[詳細UA値]：H28年省エネ基準に基づき、
詳細計算ルートで算出されたUA値
(面積拾いあり)

ホームズ君「省エネ診断エキスパート」で算出

[簡易UA値]：H28年省エネ基準に基づき、
簡易計算ルートで算出されたUA値
(面積拾いなし）

国立研究開発法人建築研究所提供EXCELプログラムで算出
当該住戸の外皮の部位の面積等を用いずに外皮性能を評価する方法の計算シート

本レポートにおける用語を以下のとおり定義する。
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検証物件について
木造住宅実物件34件、机上プラン4件の合
計38件の平面プランに対して、5つの断熱
仕様を想定し簡易UA値、及び、詳細UA値
を算定し、データ総数190件を準備した。
内訳は以下の通り。実物件は100㎡以下の
物件が少いため、机上プランを加えた。
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工法は全て木質系戸建住宅(2×4、パネル工法含む)
全て２階建て

実物件 34

机上プラン 4

プラン計 38

①プラン数 38

②断熱仕様 5

データ総数①×② 190

仕様１ 実際の仕様 ※１

仕様２ H11省エネ基準相当

仕様３ H4省エネ基準相当

仕様４ S55省エネ基準相当

仕様５ 無断熱

プラン内訳

データ内訳

断熱仕様内訳

※1 机上プランにおいては想定の仕様
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[詳細UA値] vs [簡易UA値] （190件）

分析 [簡易UA値]と[詳細UA値]

全物件（190件）について[詳細UA値]（詳細計算ルート、ホームズ君で算出）と
[簡易UA値]（簡易計算ルート、建研EXCEL）をプロットした。
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詳細UA値＜簡易UA値

詳細UA値＞簡易UA値

簡易UAでは面積計算を
行わないので、予め準備
した断熱仕様２～５で計
算したものは物件によら
ず、同じ簡易UA値が求
まる。

S55省エネ基準相当

H11省エネ基準相当

H4省エネ基準相当

無断熱
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1.54 1.671.0 2.0 3.00.87

147.76㎡

159.00㎡

[簡易UA値]
大きい
(悪い)

小さい
(良い)

152.38㎡166.01㎡139.12㎡

164.14㎡

127.80㎡

分析 [詳細UA値]と[簡易UA値]の比較
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詳細UA値＜簡易UA値

詳細UA値＞簡易UA値

・簡易UA値は、精緻である詳細UAと比較して、大きな値になる（悪くなる）傾向
がある。
・全 190件中73件(38％)の物件で簡易UAと詳細UAで0.1以上の差異がある。
・全 190件中152件（80％）の物件は簡易UAが詳細UAより大きく（悪く）なって
おり、そのうち差異が0.2以上乖離するものが12件あった。

174.71㎡

38件（20%）

152件（80%）

簡易UA

詳細UA-簡易UA



まとめ

※ホームズ君「省エネ診断エキスパート」は、③詳細計算ルートで外皮性能を算出できる。 8

・②簡易計算ルートと③詳細計算ルートで求められるUA値を比較したところ、

[簡易UA値]が[詳細UA値]より大きく（悪く）なるものが全体の約80％あり、小

さく（良く）なるものが20％であった。

これは[簡易UA値]では熱損失量を[詳細UA値]より大きく評価していると言え、

低断熱レベルの住宅の設計では安全側とは言える。

しかし、言いかえると [簡易UA値] で目標達成しているときに [詳細UA値] は

設計目標以上によくなっているということであり、それは目標以上に熱が逃げな

い性能になっていると言える。

このため超高断熱住宅においては、熱の逃げだけに着目するのでなく、熱の侵

入や発生、すなわち日射遮蔽措置や内部発熱を十分に検討しないとオーバー

ヒートや冷房負荷増の要因になる危険性がある。

・以上より、②簡易計算ルートは概算であることを十分に理解したうえで利用す

べきである。特に高断熱住宅やパッシブ設計を行う際は[簡易UA値]の利用は

控え、 [詳細UA値]を用いるべきと考えられる。


